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OB会 会 長 の 挨 拶

1鰯  鳩   競

会員の皆様、お元気でお過ごしでしょうれ

金沢の今頃の天候は例年と同じ、どんよりした

曇空の日が続き、今年は雪が早く降るような感

じがします。

去る9月田ヽ2日 に山小屋ベルクハイムにて

「月見の宴」なるものを催し、側名のOBの出

席をいただきました。今回の催しは、昭和5年

5月 に事故で亡くなった、徳島県出身の桂君の

冥福を祈って適った 隅MH碑 を補修すること

も目的でした。私は都合により参加出来ません

でした力ヽ 後日写真を見せてもらうと、素晴ら

しい出来映えでした。参加したOB、 現役諸氏

の労力、そして設計者の辰野君に対 tノて、感謝

の念を抱かずにおれません。

会報 4号 くЪ 5冬号)

金沢大学ワンダーフオーゲル部・ O‐ B会

ベルタィヽイムも改修が完了し、桂君の碑も新
しくなり、後輩達が先輩の足跡を大切に、確実
に守っているという実感を今年の秋は持ちまし

た。

唯、今回の行事で感じましたことは、oB会
の催しに対しては、現役諸君は大変な労力を強

いられます。なにせ、現役醐名強に対し、03
は 鵬 強の大泄帯なのです。以降のOB会の

催しに関しては、出来るだけOB会員で計画、

実行をするという姿勢が必要かと考えておりま

す。皆様Ю周年総会にて、御一考下さるようお

願いします。

このOB会を支えている役員・事務局の方々

に感謝するとともに、皆様にも今まで以上に、

OB会への御協力をお願いして筆を置きます。
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OB会 役 員 会 の 活 動 経 過

と OB関 係 情 報

(♯は日時の確定していないもの)

8月 3日 会報3号襲本完了

♯  会報発送 仲りID

8月 12日 15期横井氏 木曾川で水死

lよ 20日 疇     (青欄

♯  月見の宴通信集計 帥 ::

♯  月見の冥企画立案 G働

9月 1日  OB会投員会通信Ю16発送

6日  OB会役員会開催 (Ltt A・EI

iUll 堰りll 栂 久富 鳥越 ヨ :1

佐りll 正善)

1月見の宴打ち翻

♯  型眈碑輔麟 優野)

9月 17日  OB会役員会通信Ю17発送

月見の宴参加申し込み者に案内送付

飢 嶺嚇修班へ

…

同封

月見の宴開催 (OB田名麺

月見の宴 写真送付と葉書感想依頼

月見の宴反省会。現役3回生との懇親会

OB会役員会通信Ю18送付

…

団

名簿改訂、ラベ痢 傷創

会計報告 。発送人ラベル作成 ③

一言通信はがき作成 鰤

榊     (中JID

会報発送 leJ11、 久ヨ

一 言 通 信 0まぬ嗜 ― くの

』ぢI壼夏い

*岬 のためにも必ずご返送下さい。

*通信機に朦、近況報告、感想、提言などを

お願いします。

役員会ではそろそろ40同年にむけての準備を

始めます。お周年の時は従来どおりの自由登山

としました力ヽ より現状にあった内容と体制を

考えていきたいと思っています。そのヒントも

いただけたらと思いま曳

前回、私信としての使用厳禁としましたが一

あれは、実は、動 弯受け取り人となってい

るため、彼の周辺の期に目立ってしまった現象

でした。人望篤いトリさんのこと、つい個人的

お便りとなってしまって「私信だから、載せな

いでJというた程度のことでした。力ヽ 会報の

上では、「月見の宴への参加X、 自細 が続く

ことになってしまいました。

これではOB会を否定しているようにも受け

取られかねない。半端な注意では トリさんの

人望にまたも圧倒されかねない一とキツク忠告

させていただいたものです。私信でも、会報に

掲載して皆さんもほのばのと楽しいものなら、

「可」です。

忙しくても、書くのに1分、切手を貼るのに

5秒、投画に数分一で、ご協力下さい。

′ヽ ガ ＼`

.-"a'?'''€-n-

2■ 2日

lQ月 12日

10月 5日

11月 1日

11、 12日

♯

♯

♯

♯

12月 ♯
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書己金承言丁■lF`Dク 1マこ 三つい ■ご

35周年誌の年表について、「事実と違う」「

冬のPWがいくつ力寸友けているJ「様雪期とす

るなら11月後半のアルプスも入るのでは」とい

った訂正やご意見が寄せられています。

記念誌の年表は、部誌BHの年間行事報告を

まとめたものです。それを部室にあるPWイ ン

デックス (lPWを 1行とし、PW名称と日時

のみを記載し、検索できるようにしてあるもの)

と照合しまし′た。

BH誌は概ね12月 を締め切りとし、編集・校

正にあたったことから、年末から年度末までの

扱いがバラバラで、この期間測 に引き継が

れず、抜け落ちていることもありました。それ

は任期変更で、記録のチェック者も年度替わり

してしまうようになってからは、いっそう嚇

になっていったように思われます。

「馬周年事後報告書」でお知らせしました力ヽ

前田鰤 ヽ 顧問就任依頼の計画書を整理し、

記念誌のPWと照合して下さいました。しかし、

計画書はあくまで計画書であって、実際行われ

たの力、 メンバーやコースにどのような変豪勢ヾ

あったものかは一切わからない一とのことでし

た。

その照合で追加になったものについては、35

周年総会時に、現役編集委員に頼み、参加して

いるOBに手分けして訊ねてもらいました。「

忘れた」がほとんどでした。

ちなみに、3H15号は、山小屋改築による資

金不足で手書き発行となり、イテ事需継F力寸友けて

しまいました。編集長は当時の4回生でかろう

じて当事者のうちというわけで、こ汚いバイン

ダーを持ち帰らて調べたのですが一メンバー表

のないもの、感想ばかりでコースの記載のない

もの、参照された後もとに戻されていないもの

一年月が過ぎてから事実を違うことの難しさ、

虚しさを思い知るばかりでし′た。

毎年BHを出すことで、その年度の正確な記

録を残していってはしいと切に願います。

部の歴史を正確に、着実に重ねていくために

OB会も、資金援助という応援をしていけたら

と思います。

当時のP審議長へιよ 5WlHの分かる形式

の記録用紙を作り、計画と実4子されたものをセ

ットにして保存していらてみては?と提言しま

した。

もろもろの言い訳を並べました力ヽ 40周年誌

に、最後の記録訂正を掲載しようと思います。

そのあたりを「時効Jとさせていただきます。

記念誌掲載のPWについての確かな記録、記憶

をお持ちの方は、それまでに事務局へ訂正の連

絡をお願いします。

「
市黄運罫婁月」 の活動についてですカミ

これば現地に雪力`あったかどうか?ではなく、

「冬期」の活動という意味で使用 しました。

秋休みのPW後、冬眠状態になる部員影 く、

冬期にどのような活動を行うか?は部の課題で

した。

山岳部的だと反論されつつ雪山が取り組まれ

たのは、ヨヒ陸にあっては山が雪山になることは

避けられず、四季を通じて自然と向き合う上で

雪山も取り組むべき―とされました。仕方なく

ではなく、多くの部員が自い世界には魅せられ

ていったようです。

「リングルとは?」 にとって、この時期が本

音のうかがえる時ではないか?さ らに山岳部的

に雪山をめざしていくのか、この時期こそコー

ド主体に活動していくのか?ゲ レンデスキーか

ら山スキーヘといった動きが出てくるのか?―

そんな観点から、まとめてみたものです。
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雪山にこだわりのあった方には、一つ一つの

PWが次の足力
‐inヽ りとなって、地域や、山l穐

期が拡大されていったのであり、冬期のPWが

抜けていることや、年度区切りにミスカくあるら

しいことは「仕方がない」ではすまされない問

題であろうと思います。

この件については、やはり「こだわり」のあ

る方に、事実を追っていただくしかありませれ

どの時期にどんな節 ヽ どんな技術が導入さ

れていったか?興味深いテーマだと思います。

今年は5月 末に雷鳥沢でヽ翼役が雪上 トレを行

事として行っており、雪山志向が強まっている

印象もあります。

鼈 長もかつて雪山に魅せ られた一＼

なのです力ヽ oBになってからは、余りに雪や

岩といった先鋭的な山行をする人は、かえって

境遇が変わった時山から遠ざかってしまうとい

った見解を持つようになりました。生涯ヮンダ

ラーであるために、活動を柔軟に多様イヒしてい

くのは歓迎一の気持ちが「穫雪期」の扱いにも

働いてしまったと思います。

「積雪期」について、前述のように部室の資

料でまとめることは困難であり、各PWの リー

ダーに問い合わせていくことが一番確実なよう

です:責任転嫁のようです力ヽ もし調査にあた

って下さる個ノ崚 グループがあれιま 編集活動

賛をまわします。青春の正確な記録を掘り起こ

したい方を募集します。

ビ ー コ ン 及 び ア マ

‐卸晰番1。こ関 し て

くそ の 2)

「こんな時に言うのも何ですが一」と懇親会の

折りに聞きました。

年度はじめの3M会 (3年ミーティング)で lよ

ビーコンにせよ、アマ無線にせよ、今の自分達に

は使いこなせそうもない。もし、それだけの資金

があるのなら、プールしておいてもらって、いざ

という時1回でも多くヘリを飛ばすとか、すぐ使

えるお金としておいてあるとありがたい一という

ことにまとまったのだそうです。それをロ ト手の

佐川が「いらんだろうになりました」しか言わん

からに一。と、佐川氏は責めを一手に引き受ι九

立派に主将職を務めているようでした。

.それでもさすがに冬山がせまり、「どうしよう」

「今から受けても間に合わんじ一」の声も、かす

かにはあるよう一。

事故が起きてからより、事故を起こさないよう

に役立ちたいものですがt当人達が希望しないと

いうのなら一、ともあれ正確な返事をお伝えしま

九

彼等も何か起きれは まず頼れる所はOB会と

考えているそうです。その意味では、OB会がき

ちんと活動していること力ヽ 遭難対策につながる

ことなのかもしれません。
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部 誌 BHを 出 す ぞ 1

‐  舶―肝号編集長  西馬 由岳 鋤

この度、部誌BHを発行すべく活動することになりました。今回こそは何として

も発行しようと決意しております。さらに、今後年1回の発行を軌道に乗せること

ももくろんでおります。

とは言ったものの、まだたいした活動はしておらず、この先の計画も立っており

ません。どうなるのか不安ではあります力ヽ OBの方々に予告することになってし

まいました。

OBの皆さん、我 編々集委員も頑張りますので、助言と資金援助薩お願いします

。なお、広告の掲載も予定しておりますので、もしよろしければ御協力下さい。

それでは皆さん、お楽しみに。

事務局からの械足

昨年も部誌BH発行い ち上がりながら

没し今回は先の28-2号が発行されてから5年

目ということで、「何としても」と気合が入ら

ている様子です。

部発足い らう計子された部誌BHR昭
和61年の解号以後中断し平成3年にようやく28

-2号がOB2年の水腰。石倉さんの努力で復

刊されたものの、また中断となりました。金大

ワンゞ 筵 限らず、圏鶏ま 同人誌といったも
i

のIBIの傾向にあるようです。   ~: ・` I

かつて部に歴代のBHれ でしヽた嵐
.そ

れを読んで活動の示崚嗜与えられた人や、都活

動ハ喘 の答えを求めようとした人もありま

した。マルチメデイアやインターネットの時代

であっても、時間。空猜睦超える活序の魅力は

失せるものではありませれ       ― ‐

さらに

…

をまとめた勒 らは

年月がたうほど事実は追えなくなるものでありヽ

1年毎の記録の総活を担っていた点でもBH誌
l寿評価できるものでした。

BH誌発刊への資金援助は、第 1回の役員会

にて承認されています。5年ぶりの発刊となる

と、記事の中には若手OBも含まれています。

また、現役も当然OBになるのであり、彼等の  _5-

…
きちんと残るよう援助していくこと

lよ 十分OB会の目的にかなうものと思ι、ます:

今回

…

桁 います八 次回から本当

に毎年の発行とあればヽOB会報のような安価 ‐

な手段も考えてもらし、 その時はその時なりの

支援体制をとってみよう1思ぃます。_

またBH誌轍 α舗勲:E日し
)・ 全91.

にE4●,る予定です。コ役との交流の企画への

参加もなかなかに難しいことで、BHを手にし

ていただくことが確糞な交流の手段とも思いま
九

日みの中にありますように、広告、編集活動

への差し入れもよろしくお願いします.

宛先は 金沢詢町騨■0-5田中荘 5号

西馬 由岳 070,盤-8201

着手OBの方々へ。今回のBHには皆さんの原

稿も載りま:先 OB-0方 R螂
会に納入をお願いします。―lmAの糠

5期までが1万円。

“

期tt8000Hで す。

―
日座   00700-卜 14120

金沢大学ヮンダーフォーゲル部OB会



*登 ■鮨 道 整 備 補 動 金 の こ 2ニ

月見の宴の直後に、ナカオ山岳会の林代表か

ら爾きました。「登山道の修夏に動いているよ

うな団体があれ:よ 補勁金を豪1してやるように」

という声力ヽ 金沢市長から、農林関係の部署に

力功 りヽ、そこから林さんに問い合わせが入った

そうです。林さんとしては、医王ユ1のナカオ新

道以外に手を広げる気はなく、もし金大ワンゲ

ノ励 高ヽ二郎の道に取り組むつもりがあれ|よ そ

のように図ってやってもよいが ‐ということで

し.た。

懇親会の席で現役 3回生に聞いてみたところ、

彼等ιま大乗気で、

「部も個人も万年金欠で、是非お願いしたい」

とのことでした。

その際同席していた上馬さんと栂さんからは

「あそこは固有林であり、さらに自然環境特別

保全地区で、本来は一本一草たりとも手を加え

てはいけないことになっている。そのあたりを

行政サイドで解決しておいてもらった上での話

なら一」

との懸念が出されました。

林さんにはその懸念を伝えた上で、.話を進め

ていただけるようお願いしました。書類の上で

はどうしていけばいいのか?林さんのアドバイ

スをいただき、前田顧間にもご相談して、進め

てみたいと思っています。

そうやって高二郎の登山道整備が進んでくれ

れば幸いです。

今でも、高二郎は金大ヮンゲルの山であると

いうことは、石川県の山屋なら知っています。

「おらが山」といえる山があること、先輩。後

業が等しく懐かしく思える山力ち ることは有り

力くたいことだと思うのですが‐̂Ъ
‐

月見の宴の感想に添えて、次のような提言が

ありました。

「前回ベルクハイムに行って感じた事です八

現役部員はさほどベルクハイム自体には愛着を

持っていないように思われました。でも、もっ

と使って欲しいと思うのは私だけでしょうれ

そんなことからも提案したいのです力ヽ OB
会の有志による山小屋作業はいかがでしょうか。

金沢近辺に在住するOBの欄 ヽ適当に日と

作業内容を決めて1泊 して作業を行うという方

式で九

私も含め、山には行きたいけれど、体力と時

間がとれないという連中がほとんどだと思いま

す。でも自分の愛したベルクハイムのために、

2日間を作って集まるというのもよいのではな

いでしょう九

来春あたり,度計画してみませんか。」

私自身も地元OBは飲み会へと日和るのでは

なく、小屋作業でつながっていけたらと思って

います。そんなまとまりがあれば、万一の遭難

時も、ましな対応ができるのではとも思います。

40周年にはワングル平の看板を立て直したい一

も、夢なのです。
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懇 親 会 で の よ も や ま 話

(今年の3回生は路期:高二郎での新トレが再

開された時には1回生で、その時は]I火事故で

山行は中止になりました。35周年を 1回生の夏

に体験しました。城内キャンパスで 4カ月を過

ごしヽ あの長屋部室を知る最後の代です。男子

ばかりの13名。当日は哀れ追試の餌食になった

人達を除く9名が参加しました。)

れ`そ一看板を立ててもいいの

は文化系サークルだt九 運動系はどこも看板

禁止になっている。

新入生を飲ませるのがボッカトレの後bあれ

て果れられて、辞めていくのが何人かいる。

「 マネージャーならいいですけど、部員にな

るのは一」と辞めていった女の子もいた為

□角間キャンパスに移ってから、部屋に寄るこ

とが少なくなった。以前は、授業が抜けた時

には行って昔の記録を広げて読んでみたり、

帰りがけには必ず寄ってみたりしたものだっ

た沢 今は行かない。増嗣鴨りOJ臓れていて不

健 寝られるような雰囲気もないし。

山行の行き帰りも不梗:利用できるパスがな
:  :卜 、 .  |― ‐1

い 。

□今年の秋休みはPWが 1他

(PW審繊張がPWを増やすよう努力します

と紹介の時も言っていました。)●
それは――・学部ごとに休みがずれて出しにくい

の?

個人山行を認めたことが第一の原L3回生
くらいにな乞it結構2人用なんかのテント
を持っていて、自分選で111.'|を

つさり話
がまとまってしまう。PWにすると手続きが

面机 まず学生部に行ってアポを取って来る。

その日に見てくれる訳ではなく、指定された

日にもう1回行って説明して、何か言われた

ことをもう1度P審にかけて、となると3週

間はかかってしまう。ああ、面倒 !で個人山

イ子にれ てしまう。

でもそれはチェックがなくなり、隠れ山イ子

になっていって、かえって危険を増やしてい

ることにならんかね

マズイと思っています。PWは 1個じ力咄

なかったし、結果的に1年生が山べ行けなか

った。

転者の負担を減らすと沢 期 を強開され

ないなど
…

関 ている11しかし本

当た事級を起こしそしまった時に蔽どうなる
か、自分達にも見当トウロれ、 しかしアプ

ローチが格段に楽になり、ワンデイハイクの

動 げられ、車志向は避けられない。と

もかくt助手席の奴が声をかけたり、休憩を

とって帰路には気をつけるようにしている。

□「大名食当」としヽうのは知らないが「1年生

の日」というのがあって、山の最筆の日には

1年生を仕事から解放している。合宿の時、

自分のパーティーでは仕事力■離 した後ほ

毎日ポーカーで分担を決めていた。パーテイ

ー単伽 切 さヽいこともあり、一緒に仕事をし

ている。

□歓送コンパは今は施設 (安い線 国民宿⇔

で泊まりこみでやる。それは4回生の主催で、

どこでやるかはギリギリまで温 、金かかる

だろうな。俺達の代はたくさんいるから一ヽ

当たりが減って以勁 るヽけどなあ。

□新 トレの後は小屋作業まで誰も小屋へは入ら

ない。」渥 作業の下見に撤饉が入る程度。出

島からの草刈ですか?あれはキノコ取りなん

かがメ」ってイ予くらと′くてヽ撲らが下見に行っ

た時はまだ荼ウボウ。どうする?これも懐か

しい自然やtそのままにしておこうといって

たら、本番の時にはもう/11っ てあってcええ、

去年なんかもそうでした。
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OBの方からは

月見の宴の後の白山で、現設と院生OBに声を

かけらlLデっと話しながら歩いて楽しかった

。知軽に声をかけて欲しい。その方がOBも嬉

しい。なかなか全員の顔を覚えられもしないの

で、山へ入る時にザックにつけられるようなヮ

,ッ ペンかなん八 金大ヮングル関係と分かるも

のがあるといいと思う。結構年功序列の残る部

‐だがt卒業すればそんな構えを外して、同じ0
Bと して難 交競できる仲間になっていきた

1し ‐ヽ1‐ ‐

の提言や

就職するにあたり、公務員としての心得を聞か

せてほしいとの電話をもらい会ってきました――

との交流も報告されましれ

という次第でお酒も次 追々加く楽しい二時が

遇ごせました。山の無事をお祈りし、近ι鞣

OB会員として歓迎ける旨お伝えして、お開き

'と
しました。

は ワッベンの件、傷害保険の保険証を兼ね

れば、必務してもらえるのではと思います。 :
損側闘購笏扶 このアイデア買いませんか?)

参 神 予定者 か らの通 信

*仙田 厚太郎      1期
何時もながら、色々お世話していただき本当に

ありがとうございます。

久し振りに多くの人達と会えるのを楽しみにし
ています。

*鮒 喉    3期
当日、「白山いくたび」と題する、元金大学長

…

の詩を持参いたしますt作曲に心
得のあるOB、 現役で、この議に曲をつけて部
歌としたら如何でしょうヵ、

*イ琳 宣泰    3期
倉谷で砂金とりをしたいものです。

*枷 縮    7期
鋤年ぶりに日の目を見た登山IIL雪溶け水の中
でも|っかりと防水が効きました。 6月には雨
飾山、 8月に臥 ヶ岳、天狗岳―横岳―赤岳と

6期の上野先輩としっかり織走して来ました。
これならまだまだ頑張れそうです。中高年パヮ
ー全開と云ったところです。

*穴日 昭一     __8期
学校登山で中学生達と8月 2日、 3日 と自由に

行ってきました。その前後はずっと晴天だった

. の||、 2日、3日 は雨とガスと風・‐も しかし、

フングル1年
`生

回 )ょり自山へ登り始め

,て、今夏のお花畠は鵜

OB会月見の熟 お世話、ご苦労様です。楽し

みにしております。

_*平村 親作    _  9期
: 月見の宴の準備ご書労偽 やまざと3号楽しく

:読まさせていただきました。倉谷、入るのは何

十年ぶりでしょう。楽しみにしています。
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